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▲MOSTO FARMの社屋と大麦畑　

　
飯
山
ら
し
い
本
格
的
な
夏

の
暑
さ
が
到
来
し
た
７
月
24

日
、
晴
天
の
中
、
飯
山
市
内

各
地
よ
り
出
店
者
が
集
ま
り
、

い
い
や
ま
軽
ト
ラ
朝
市
を
開
催

し
ま
し
た
。
軽
ト
ラ
の
近
く
に

ナ
ス
・
ト
マ
ト
・
ズ
ッ
キ
ー
ニ
・

キ
ュ
ウ
リ
等
旬
の
夏
野
菜
や
笹

ず
し
・
笹
餅
等
が
並
び
、
会
場

を
賑
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
の
開
催
で
し
た
が
多

く
の
お
客
さ
ま
に
ご
来
場
い
た

だ
き
、
生
産
者
と
購
入
者
が

談
笑
し
あ
い
な
が
ら
購
入
し
た

り
、
出
店
者
同
士
が
語
り
合

い
情
報
交
換
し
た
り
、
笑
顔
が

絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
現
在
、
い
い
や
ま
軽
ト
ラ
朝

「
い
い
や
ま
軽
ト
ラ
朝
市
」

市
は
、
飯
山
地
区
農
業
再
生
セ

ン
タ
ー
が
主
体
と
な
り
市
農
村

女
性
団
体
連
絡
会
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
開
催
し
て
い
ま
す
。

地
区
農
業
再
生
セ
ン
タ
ー
は
、

農
業
に
お
け
る
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
、
荒
廃
農
地
の
増
加
な

ど
の
「
人
と
農
地
の
問
題
」
の

解
決
を
目
指
し
、
将
来
の
地
域

農
業
の
あ
り
方
を
考
え
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

　
始
ま
り
は
、
飯
山
地
区
に
ま

と
ま
っ
た
農
地
が
少
な
く
、
規

模
の
拡
大
が
難
し
い
こ
と
、
認

定
農
業
者
も
数
え
る
ほ
ど
し
か

い
な
い
こ
と
か
ら
、
地
区
独
自

の
取
り
組
み
と
し
て
軽
ト
ラ
市

を
開
催
し
て
み
て
は
、
と
い
う

　農地パトロールを行う 7月下旬は、稲が初穂の
時期を迎え、柳原地区にある沼ノ池と涌井新池は
満々と水を蓄えていました。
　農業委員会では、5年後 10 年後を見据え次世
代にどう引き継いでいくのか「人・農地プラン」
の見直し（実質化）に取り組んでおり、毎年 7月
から 8月にかけて、農地の状況に合わせて耕作地
から荒廃地まで 5段階に分類し地図上に整理して
います。柳原地区は、中山間地を多く抱えており、
初めて行く場所も多く心配しながらのパトロール
となります。確認作業は紙の地図からタブレット
になり、現場で電子地図上に現在位置と地積等情
報と昨年の判定が表示され、迷子にならずにパト
ロールできるよう効率化が図られています。
　パトロールに行く山道では、地域の人の刈り払
いなどの努力で維持され、一番奥の有刺鉄線と電
気柵で囲まれた小さな田んぼを見ると、今年も頑
張って作付けされていることに感動します。畑は
電気柵等をしないと、作物の食べごろにはイノシ
シなどけものに食べられてしまい、耕作意欲が削
がれ、よい場所であっても草畑になります。一旦
草刈りをしないとあっという間に遊休地となり、
数年後には木が生えてしまいます。農業委員になっ
て 5年が経とうとしていますが、場所の悪いとこ
ろから荒廃地が増えているように感じます。
　一方、柳原では、昨年から企業がまとまって大
麦を作付けし、遊休農地の解消・発生防止に一役
かってもらっています。個々の力では維持が大変
です。農地を集約化し後継者や営農組合等による
効率的な利用促進が必要だ、と感じました。

柳
原
地
区
農
業
委
員

清
水
　
敏
明

研修視察報告

飯山での大麦栽培と
ウイスキーの蒸溜を視察

 

あ
ぜ
道
だ
よ
り

あしあと 7・8月の活動記録

7月  8 日
27日
〃
　

8月  8 日
24日

農業委員会役員会
7月農業委員会総会
各専門委員会

農業委員会役員会
8月農業委員会総会

■許可が必要な事例
・農地の売買などの権利移動
・ 農地を農地以外に利用
住宅や店舗、資材置き場、
駐車場など

農地を農地以外のものにする場合には、県
知事の許可を受けなければなりません。許
可を受けないで転用、または許可の内容と
異なる目的に転用した場合には、場合によっ
ては、現状回復などの是正指導が行われま
す。詳しくは、農業委員会にご相談ください。

農地の売買や、転用には許可が必要です！ お知らせ

　

6
月
21
日
に
、
大
麦
を

栽
培
し
て
い
る
「M

O
STO

  
FA
RM

（
モ
ス
ト 

フ
ァ
ー
ム
）

合
同
会
社
」（
太
田
地
区
）
と
、

大
麦
を
蒸
溜
し
ウ
イ
ス
キ
ー

を
作
る「
き
よ
か
わ
株
式
会
社
」

（
太
田
地
区
）
を
視
察
し
ま
し

た
。

　

豪
雪
地
で
の
麦
類
の
栽
培

は
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
大
麦
の
栽
培
技
術
が
確

立
さ
れ
れ
ば
遊
休
農
地
対
策

に
役
立
つ
と
の
期
待
か
ら
、
2

回
目
の
視
察
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
と
い
っ
て
有
効
な
手
立

て
が
な
か
っ
た
遊
休
農
地
対
策

で
し
た
が
、
近
年
、
小
麦
、
そ

ば
、
ワ
イ
ン
ブ
ド
ウ
の
栽
培
が

進
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
に
新
た

に
大
麦
が
加
わ
り
そ
う
な
兆

し
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
大
麦

栽
培
に
大
い
に
期
待
す
る
と
と

も
に
、
飯
山
産
「
大
麦
」
ウ
イ

ス
キ
ー
を
味
わ
え
る
こ
と
を
楽

し
み
に
こ
れ
か
ら
も
注
視
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※M
O
STO

 FARM

合
同
会
社
は
、 

  

き
よ
か
わ
株
式
会
社
の
農
業
法
人

　
　
飯
山
地
区
農
業
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　

   

高
橋 

政
宏

Interview

MOSTO FARM合同会社
代表社員 ルーベン・デビット・トライアノさん

　大麦栽培畑は、太田地区にある、きよかわ株式会
社のウイスキー蒸溜所「飯山マウンテンファーム蒸
溜所」に隣接しています。大麦は本来、比較的温暖で、
乾燥した気候を好みます。
　当社では、農研機構・中日本農業研究センターで
開発した「雪国向けの大麦：ゆきはな六条」の栽培
実験を行っています。課題は、豪雪地である飯山で
の栽培が可能なのか？という点。重要なことは、越
冬できるか？収穫期は？収量は？品質は？といった
点でした。昨冬は、例年に比べ雪の量がかなり多く、
大麦の越冬は難しいのではないかと懸念されました
が、大麦は無事に成長し見事な黄金色になりました。
今後、播種の時期、肥料のタイミング、農地の借り
入れを増やし、量などを調整し、収量を増やす研究
を行います。また、大麦圃場の拡大が急務で、大麦
栽培をともに行っていただける生産者の募集もして
います。
　収穫した大麦は製麦された後、きよかわ株式会
社「飯山マウンテンファーム蒸溜所」でウイスキー
になります。ここには、大型の蒸溜器が設置され、

ウイスキー蒸溜を開始しています。今年収穫の大
麦は、来年の春以降「飯山産大麦使用ウイスキー」
として仕込み蒸溜される予定です。
　ウイスキーは長期の熟成が必要です。飯山産「大
麦」を使ったウイスキーが楽しめるのは 3年以上
先になりますが、ウイスキーとともに飯山の自然
の美しさに世界中の人が思いを馳せながら黄金色
の液体を楽しむといったことを想像すると夢が膨
らみます。

声
か
ら
で
し
た
。
飯
山
駅
近
く

の
雪
と
寺
の
ま
ち
シ
ン
ボ
ル
広

場
で
開
催
す
る
軽
ト
ラ
朝
市

を
通
じ
て
、
自
分
が
作
っ
た
農

産
物
を
直
接
消
費
者
の
方
々

に
手
に
し
て
い
た
だ
く
場
を
設

け
る
こ
と
で
、
生
産
意
欲
の
向

上
や
遊
休
農
地
の
解
消
に
繋

が
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

朝
市
開
催
を
通
じ
て
見
え

て
く
る
課
題
を
、
飯
山
地
区
農

業
再
生
セ
ン
タ
ー
で
共
有
し
、

い
い
や
ま
軽
ト
ラ
朝
市
が
今
後

よ
り
地
域
に
根
付
く
よ
う
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
暑
い
中
で

の
開
催
で
あ
り
ま
し
た
が
、
ご

来
場
の
皆
さ
ま
、
出
店
の
皆
さ

ま
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▲蒸溜所のウイスキー樽　


